
教育実習で学生は何を学ぶのか

―学生へのインタビューをSCATで分析して―
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What Do Students Learn from Teaching Practice? 

―SCAT Analysis of the Interview with the Student―

Kenzo KONTA

　The purpose of this study is to explore what the students learn from their teaching practice. The data was collected from one teacher 

trainee. The data was analyzed by Steps for Coding Theorization(SCAT). The analysis showed that the trainee recognized the need for 

continuous learning for the future career and the constant improvement of the lesson as a teacher. The study concludes that there are 

five things that should be focused on in order to improve the learning of teacher trainees; (1) to include more practical content in the 

curriculum prior to teacher training, (2) to encourage a feeling of hope for the teaching practice, (3) to control a sense of anxiety for the 

teaching practice, (4) to encourage active interaction with students, and (5) the active engagement of the teacher trainer to help improve 

the lessons and their reflections.
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１　はじめに

本論文は，附属中等教育学校の英語科教育実習にお

ける学生の学びを明らかにしようとしたものである。

きっかけは，毎年教育実習を担当しているうち，学生

は教育実習で何を学んでいるのだろうか，そしてその

学びはどのようにして得られているのだろうかと，疑

問を持ったからである。

Ａ　教育実習について

そもそも，教育実習とはどんな目的のもと行われる

のか。文部科学省（2017）の教職課程コアカリキュラ
ムの「学習指導及び学級経営に関する事項」の中では，

次のように説明されている。

一般目標：大学で学んだ教科や教職に関する専門的

な知識・理論・技術等を，各教科や教科外活動の指

導場面で実践するための基礎を修得する。

到達目標：

１）学習指導要領及び児童又は生徒の実態等を踏ま

えた適切な学習指導案を作成し，授業を実践するこ

とができる。

２）学習指導に必要な基礎的技術（話法・板書・学
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習形態・授業展開・環境構成など）を実地に即して

身に付けるとともに，適切な場面で情報機器を活用

することができる。

３）学級担任の役割と職務内容を実地に即して理解

している。

４）教科指導以外の様々な活動の場面で適切に児童

又は生徒と関わることができる。

以上のように，大学で学んだことなどを活かして実

践するための基礎を習得する場として，教育実習を位

置づけていることがここからわかる。

ということは，教育実習ではそのような経験をさせ

て将来教職の場に立つときに自信を持って教えること

ができるよう指導することが，実習担当教員には期待

されていることになる。ところが，教育実習後にそう

いった指導を受けているにも関わらず，教職課程を辞

めている学生の割合は想像よりも多いのが全国的な傾

向である。つまり多くの教育実習において，それを経

験した学生が教職の道を諦めているきっかけの一つに

なっていると考えられる。

教育実習においての課題の一つに，金谷（1995）で
も述べられているが，実習期間の短さがある。２週間

ないしは３週間という期間で，学生は学びの機会をど

れだけ与えられているのだろうか。この期間で，もし

学びの機会が多く与えられているとしたら，それはど

んな経験で，どれくらい，何を学んでいるのだろうか。

さらに，母校での教育実習は，近年推奨されていな

いようである。それは，実習生に対する評価の平等性

などの問題があるとのことである。そうした状況の中

で，教育学部附属の中学校や高等学校での実習は，将

来の学校現場を担う教員を育成する場として，ますま

すその責任が大きくなりつつある。

Ｂ　教育実習における学生の学び

三枝（2011）は，日本語教育実習を経験した学生の
教育実習レポートの分析を行い，教育実習における学

生の学びについて研究を行った。結果として，授業準

備の大切さや，生徒とコミュニケーションをとること

の重要性を認識していることや，「実感」による気づ

きがあると報告している。

糸井（2014）は，学生は英語科教育実習を経験する
ことで理想とする将来の教師像を持つことになったと

同時に，英語運用能力が足りないことを自覚し，英語

が話せなくて人前で恥をかいた英語教師像を強く持つ

ようになったと報告している。

猫太（2018）は英語科教育実習後の実習生にインタ
ビューを行い，その内容を考察した。指導教員の指導

や助言など積極的な指導介入により，学生は「教師が

したいことを押しつけるのではなく，生徒が興味を持

てるか」という生徒を中心にした授業作りを意識する

ようになり，「力を入れるべき活動に十分なエネルギー

を注ぐために，授業の主眼を絞ることの重要性に気づ

くことができたという経験」をし，「教科書の内容と

生徒の世界をつなぎ，教材の魅力を高めることの重要

性」について意識するようになったことがわかった。

志村（2012）は教員養成課程に在籍し教育実習を経
験した学生と中学校・高等学校の英語教師に質問紙調

査を行い，認知の特徴を比較しようとした。その結果，

学生は，「英語授業以外での生徒とのコミュニケー

ションは重要」，「生徒とのよい関係は授業のカギ」，

「英語圏の文化を知ることは重要」，「教員は生徒のモ

デル」，「繰り返して練習することは重要」，「授業で英

語を使う」，「すばらしい発音は重要」という７項目が，

現役英語教師と比べて，「そう思う」と回答すること

が多いことが明らかになった。

猪井（2016）は中学校で教育実習を行った５名の学
生の教育実習履修簿の記述内容を分析した。その結

果，個人差は見られるものの，５名の学生が「時間配

分」，「指示の仕方」，「説明の仕方」などの英語科に限っ

たことではない他教科でも必要とされる基礎的な指導

技術についての学んでいたことがわかった。また，生

徒との関わりの視点から，教科指導について述べるこ

とが多いことから，生徒を中心にした授業作りを意識

するようになったと考えられる。

Ｃ　本研究の着想

以上，先行研究からもわかるように，学生の学びは

個人的な要素も絡むことから多岐にわたりそうであ

る。そうはいっても，教育実習を経験することによっ

て，その大小の差はあれど，学生は質的に変容してい

るのもたしかに事実である。したがって，本研究では

附属中等教育学校に実習に来た１名の実習生に着目

し，その学生の学びをインタビューの内容から分析す

る。即座に研究結果を一般化することなどは期待でき

ないものの，今後の附属中等教育学校での実習になん

らかの教育的な示唆が得られればよいと考えた。
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２　本研究について

Ａ　研究目的

本研究の目的は以下の通りである。

教育実習を通して，学生はどんなことを学んでいるか

を明らかにする。

Ｂ　インタビューについて

教育実習生に対するインタビューは，教育実習最終

日である2022年６月24日（金）の16時から，学校の
空き教室で実施した。インタビュー実施時間は約10分
間である。インタビューでは，以下の内容について筆

者が聞き取った。

①教育実習を始める前の教育実習に対するイメージに

ついて

②教育実習を始める前にどんな教育を受けてきたか

③教育実習でどんな経験をしたか

④教育実習で学んだことはどんなことだと思うか

Ｃ　研究対象者と筆者との関係

研究対象者である教育実習生は，東京大学の修士課

程在籍の大学院生であり，中学校・高等学校の英語科

教員免許を取得しようと実習にやってきた。著者は，

その指導教官という関係性であり，担当の授業を観

察・指導し，研究対象者である実習生の支援を行う立

場にある。

なお，本研究の著者は，東京大学附属中等教育学校

の英語科教諭であり，現在赴任して６年目になる。教

職経験は10年以上あり，赴任してから教育実習はほぼ

毎年のように担当している。なお，2020年度と2022
年度には，東京大学の英語科教育法Ⅲを担当したが，

研究対象者とは本実習が初めての顔合わせであった。

Ｄ　研究対象者の実習内容

2022年６月６日から６月24日，東京大学教育学部附
属中等教育学校の教育実習で，中学２年生の英語の授

業を担当した。また，英語の授業以外にホームルーム

などの特別活動，道徳の授業も担当した。英語の授業

は３週間で３クラスそれぞれ９コマ程度担当した。

Ｅ　データの分析方法

研究手法として，Steps for Coding and Theorization
（以下，SCAT分析）を採用した。本手法の利点として，
①実施が容易であること，②比較的少ない，小さな質

的データの分析に対しても有効である点，③明示的で

段階的な分析手続きであること，がある。本研究は，

実習を通した学生の変容や成長の調査であるため，個

別的で具体的な分析を行う研究手法の一つであるこの

研究手法が，この研究には適当であると考えた。おお

まかな手順としては，インタビューから得られたテク

ストをセグメント化し，それぞれに

＜１＞テクスト中の注目すべき語句

＜２＞テクスト中の注目すべき語句のいいかえ

＜３＞テクスト中の語句を説明するテクスト外の概念

＜４＞ テーマ・構成概念（前後や全体の文脈を考慮し
て）

の順にコードを付していき，＜４＞のテーマ・構成概

念を紡いでストーリーラインを記述し，そこから理論

図１　教育実習を始める前の教育実習に対するイメージについて問う質問への回答のSCAT分析
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を記述するという手順になる。詳しくは大谷（2007）
や大谷（2011）を参照。

３　結果と考察

インタビューは大きく４つの質問に対する回答から

構成される。以下にそれぞれの結果と考察を示す。

Ａ　教育実習を始める前の教育実習に対するイメージ

について

教育実習を始める前の教育実習に対するイメージに

ついて問う質問への回答のSCAT分析は図１の通りで
ある。

この分析から，この研究対象者は教育実習校に対す

る期待と不安を述べていることがわかった。インタ

ビューの中でわかったことだが，本人は教育実習前

に，大学の授業の一環で授業見学などをしており，学

校のことについて大まかに雰囲気をつかんでおり，そ

のこともあって実習校を選択した経緯も可能性として

はありそうである。

また，教育実習に対する期待と不安も述べられてい

る。その背景には，過去の教育経験や実習経験者から

の話や大学の指導教員の話などが影響していると考え

られる。

Ｂ　教育実習を始める前にどんな教育を受けてきたか

教育実習を始める前にどんな教育を受けてきたかに

ついて問う質問への回答のSCAT分析は図２の通りで
ある。

この分析から，研究対象者は実習中に役立った知識

や技術は何かと問われ，指導目標から逆算して授業を

計画すること（以下，バックワードデザイン）や，現

場での実践的な知識を，大学院の教職課程の授業であ

る英語科教育法で学んだことが役立ったと述べている

ことがわかる。

Ｃ　教育実習でどんな経験をしたか

教育実習でどんな経験をしたかについて問う質問へ

の回答のSCAT分析は図３の通りである。
この分析から，研究対象者は生徒を題材内容へ惹き

つけることの重要性を感じていることがわかる。自ら

の実践を振り返り，今後の課題として認識しているこ

とが述べられている。

Ｄ　教育実習で学んだことはどんなことだと思うか

教育実習で学んだことはどんなことだと思うかにつ

図２　教育実習を始める前にどんな教育を受けてきたかについて問う質問への回答のSCAT分析

図３　教育実習でどんな経験をしたかについて問う質問への回答のSCAT分析
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いて問う質問への回答のSCAT分析は図４の通りであ
る。

この分析から，研究対象者は教育実習を全体的に振

り返って，成功体験と失敗体験の両方を述べつつも，

教育職へ就くことの希望を述べていることがわかる。

さらに，失敗経験を肯定的に捉えることも可能である

と認知を変容させつつあり，そういった失敗から自ら

の課題を設定し改善していく態度の重要性について感

じていることがわかる。

Ｅ　ストーリーラインと理論記述

以下に，本分析を通じて得られたストーリーライン

と理論記述について図５に示す。

この研究対象者は，実習前にバックワードデザイン

という概念について知っていたおかげで，目標に沿っ

た指導・授業内容を意識することができ，授業がうま

くいったかどうかについての判断がしやすくなった。

また，その結果，授業の改善点を認識できるようにな

り，それらに集中的に取り組むことができるように

なった。そのような，授業を改善していく態度を持ち

続けることの重要性にも気づくことができた。

Ｆ　概念図

以上のストーリーラインと理論記述をふまえ，概念

図を作成した。それを図６に示す。

４　結論

本研究の目的は，教育実習を通して，学生はどんな

ことを学んでいるかを明らかにするにすることであっ

た。そのために，附属中学校で教育実習を行った１名

の学生へインタビューを行い，そのデータの分析・考

察をした。

SCAT分析により，学生は実習中に自らが抱えてい
る課題を把握することができたと思われる。また，教

員として学び続ける態度や授業を改善していく態度の

重要性に気づくことができた。さらに，教育職へ就く

ことへの動機を強めることができたと考えられる。そ

してそれは，教育実習前に学んだ知識であるバック

ワードデザインという概念の理解と，教育実習に対す

図４　教育実習で学んだことはどんなことだと思うかについて問う質問への回答のSCAT分析

図５　本分析を通じて得られたストーリーラインと理論記述
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る期待と不安が関係していると思われる。また，生徒

との交流や，授業とその振り返りを通して，それらは，

生徒の実態に合わせた授業内容・指導目標の設定と自

らの課題を明確に把握することに影響を及ぼしている

と考えられる。これらの関係性を図６によって表して

いる。

過去の研究との共通点としては，まず「生徒との交

流」という概念があげられる。三枝（2011），志村
（2012）でも，学生は生徒とのコミュニケーションが
重要であると感じたと報告している。また，実習を通

して将来の教師像を強めたとする糸井（2014）の報告
があるが，本分析でも同様の傾向がある。さらに本分

析では，学生は生徒の実態に合わせた授業内容や指導

目標の重要性を感じているとしたが，それは猫太

（2018）による報告と一致する点である。
過去の研究と本研究の相違点は，実習生が教員とし

て学び続ける態度と授業を絶え間なく改善していく態

度の必要性を強く認識した点である。この違いに関係

しているのは，教育実習前の知識としてバックワード

デザインという概念の理解が関係していると思われ

る。

本研究から，教育実習前の学びで何が実習生にとっ

て影響するのかのヒントが得られたと思われる。特

に，教育実習というのは短期間で質の高い実習が求め

られる。その効果を高めるためには，本研究から次の

ことが学生の学びのためには重要ではないかと考えら

れる。

①実習前の英語科教育法の内容に実践的なものをさら

に入れること

②教育実習への期待感を高めること

③教育実習への不安感を抑えること

④生徒との積極的な交流を推奨すること

⑤授業とその振り返りに指導教員が積極的に関わるこ

と

なお，本研究は１名の実習生からのデータに限って

分析をしており，結果の解釈は限定的なものであるこ

とを認識している。さらに，１名のデータはおよそ10
分間のインタビューからであり，データ量も少ないも

のである。したがって結果の一般化は現実的には不可

能であるし，そもそもそこまでを目的としていなかっ

た。

ただ，以上のような反省点も踏まえると，複数の

データから比較分析したり，インタビュー内容を充実

させるなど，多くの課題は残っているが，本研究が附

属学校での教育実習の関係者にとって少しでも示唆あ

るものになれば幸いである。
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